
1 

鳥取県産業振興機構 平成２６年度事業報告 

事業名・内容 事業の実績等 
Ⅰ 県内企業の経営基盤の強化の支援 
Ａ 新たな販路の開拓や受注機会の拡大による取引量の増大を支援する。 
１ 県内企業の「自立型企業」への成長の推進 
(1)事業化育成支援事業 

予算額：892千円 
決算額：697千円 

専門分野（電機・機械、食品、次
世代産業、製品開発）ごとに配置
したマネージャーが、「とっとり
企業支援ネットワーク」の関係機
関と連携して、県内中小企業の経
営の革新や販路の開拓に関する新
たな施策を企画、推進する。 
○ 機構内プロジェクトの推進

各マネージャーは、担当分野に
おいて機構の組織横断的なプロ
ジェクトを実施する。なお、実施
に当たっては、機構内の職員を効
果的に活用するとともに、外部の
専門家も活用する。 
また、ものづくりカイゼン塾、

農商工連携事業、専門家派遣事業
等必要な事業を活用するなど柔
軟に対応する。 

※政策目標 
年間支援件数1,000件(延べ件

数)、250件（実件数） 
年間プロジェクト件数１件／１

ﾏﾈｰｼﾞｬｰ(中期期間(3～5年後)にお
ける自立型企業への発展に資する
施策の提案) 

【実績】 
○支援状況 

担当 
・ 
項目 

件数 上段：延べ件数(単位：件) 
下段：実支援企業数（単位:社） 

製造 建設 卸売 小売 サービス その他 計 

電機 
機械 

65 
47 

7 
5 

6 
6 

78 
58 

食品 
90 
39 

11 
10 

47 
41 

15 
12 

16 
14 

179 
116 

次
世
代 

LED 
105 
24 

2 
1 

1 
1 

4 
3 

5 
3 

117 
32 

再生 
ｴﾈ 

80 
22 

11 
7 

5 
4 

4 
4 

12 
11 

2 
2 

114 
50 

その他 
3 
3 

2 
1 

3 
3 

4 
3 

1 
1 

13 
11 

小計 
188 
49 

15 
9 

9 
8 

4 
4 

20 
17 

8 
6 

244 
93 

製品開発 
181 
32 

17 
2 

28 
6 

8 
6 

234 
46 

合計 
524 
167 

32 
11 

20 
18 

58 
50 

63 
35 

38 
32 

735 
313 

※実績 
○延べ件数     735件   目標達成率  73.5％ 
○実支援企業数  313社   目標達成率 125.2％ 

【成果と課題等】 
延べ支援件数は735件となり、対政策目標で265件のマイナスとなったが、実支援企業数は3
13社となり、年間目標を達成した。延べ支援件数が大きく未達となった主な要因として、
電機・機械担当ＭＧの採用が7/1からになったこと、食品担当ＭＧがH26.11月から不在とな
ったことが挙げられるが、実支援企業数は、年度目標を上回っており、多くの企業へ幅広
く支援を実施できたと思われる。 

◎年間プロジェクトの状況  
○電機・機械担当マネージャー（7/1着任）： 

・県内企業の特長（強み／弱み）の把握とそれを活かした支援実現に向けた取組み 

～県内モノづくり企業”の“強み／弱み”を評価し、企業の状況に応じた支援を実施して

いくための管理ツール“企業カルテ（仮称）”を構築中 

・企業間連携を有効的に活用していくための戦略立案とその仕組みづくり 

  ～鳥取県内外企業の連携（相互補完）による“共同受注グループ”の実現とそれを活用し

た新規販路開拓手法等について、他県の取組みを参考にしながら検討中 

・県内企業の海外進出（販路開拓含む）に係る国際規格適合及び国別リスク情報等調査支援 

～進出国の業界商品情報及び国別製品規格適合申請先情報等の統合データベースの提示 

○食品担当マネージャー： 
・商品開発の支援 
 ～市場ニーズが高まっている農産、水産に係る商品のブラッシュアップ等 
・販路開拓の支援 
～東北地方に着目した販路開拓の支援、通販商談会等の新たな形態の商談会の開催 

  東京を除く関東圏の新規の販路の開拓 

○次世代産業担当マネージャー： 
◇ＬＥＤ産業 
・ＬＥＤ商品開発支援により企業の新技術・新商品の研究開発・商品化の取組みを支援 
～開発支援件数11件・提案型LED商品(プロト品)3件、照明技術講習会開催(8月)、照明セミ
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事業名・内容 事業の実績等 
ナー開催(2月)～ 

・次世代環境産業創出プロジェクト事業成果品の量産化の支援 
 ～花き栽培用照明の本格導入開始(県内ストック、トルコキキョウ農家へ350台(7月))～ 
 ～屋外空間演出用照明の量産納入(照明ﾃﾞｻﾞｲﾅｰと協働、都内日本庭園に27台設置(4月))～ 
◇エネルギー産業 
・次世代環境産業創出プロジェクト事業により県内エネルギー関連企業の研究開発を支援。 
 ～事業1：直流過電流遮断器関連(3月;事業完了)、事業2：ポータブル型蓄電池システム関
連(3月；1次設計試作)～ 

・2次電池開発製造企業の製品開発・量産化、事業化を支援(9月量産納入開始) 
 ～企業コラボ開発会議(定期開催；11月ｷｯｸｵﾌ)で新商品開発を推進～ 
・再生可能エネルギー事業者等の支援 
～再エネセミナー開催(11/25)、講師SBエナジー、参加者59名(21企業・2機関)～ 
 

○製品開発担当マネージャー： 
・「製品の安全性確保のための社内安全管理体制構築」に関する支援 
～電熱機器という市場リスクの高い製品のＯＤＭを行う企業に対し、製品安全について全
面的な指導助言を１年半実施。その結果、製品の安全性を確保するうえで、大手に勝る
とも劣らない社内体制を構築でき、経産省「製品安全対策優良企業表彰」を受賞。 

・「芝事業の活性化」に関する支援 
～芝の生産、特に出荷から顧客での施工までの工程をモノづくりの観点から見直し、出荷
形態のあるべき姿を提案。当面の取組としてしゃがみ作業を立作業に軽減できる装置の
プロトタイプ作成を支援中。あるべき姿の実現に向け、琴浦町議会議員及び町長を含む
町職員の勉強会で講師を担当。 

・「製品開発にまつわる法規」について講義 
～産業技術センターの要請で、和紙製造メーカー向け技術講習会において標記講義を実施 

(2)自動車関連産業育成支援事業 
 
予算額：1,583千円 
決算額：1,258千円 
 

県内企業の自動車産業への参入

や商談の成立に向け、自動車関連

企業やメーカーと研究会等を通

じて、専門技術者や連携企業等と

の連携を支援する。 

【実績】 
◯自動車関連産業育成支援状況  

項   目 内容 実績 
新製品の 
開発 

(1)固有技術による新製品開発の支援 ２件 

販路の開拓 (1)展示会・商談会の出展/商談支援  ９件 
(2)上位メーカーへの県内企業紹介（目標：5社） 訪問社数：１８社 
(3)上位メーカーの県内訪問を誘致 県内訪問：２件 

(4)上位メーカー訪問のためのプレゼン資料作成
（目標；上期中） 

「鳥取県自動車部
品関連企業紹介」
ppt完成（6/6） 

情報提供等 (1)自動車部品機能構造研究会セミナー開催 10/10開催 
(2)自動車部品機能構造研究会だより発行 発行回数：１０回 
(3)自動車部品機能構造研究会ＮＥＷＳ発行 発行回数：２６回 
(4)補助金申請等支援 支援：４件 

採択済：３件 
【成果と課題等】 
マツダ tier１への訪問活動を行い、トライアル見積りをさせていただくことができたが、

「量産途中で調達先を変更するほどのコスト競争力がない」のが現実であった。(県内企業
には次の機会を捉えるべく粘り強い営業活動の指導) 

２ 県内企業の受注促進・販路開拓の支援 

(1)受発注情報等収集提供事業 
 
予算額：5,651千円 
決算額：4,548千円 
 

県内に企業取引ＣＤを2名配置

し、県内企業の販路支援や県外発

注情報を県内企業に紹介し、県内

中小企業の受注機会の拡大に繋

げる。 

発注開拓ＣＤを東京、大阪、名

古屋に配置。県外の発注企業を訪

問し、情報収集に努めるととも

【実績】 
◯支援状況 

区分(ｶｯｺ内は人数) 企業訪問件数等 
（4月～H27.3月） 

企業訪問件数等 
（昨年度） 

発注開拓・受注促進ＣＤ(4) 892件 1,182件 

企業取引ＣＤ(2) 1,365件 1,480件 

合計 2,257件 2,662件 

あっ旋（見積り）件数 733件 929件 
成約件数 211件 312件 

成約率 28.7％ 33.5％ 
取引成立金額 225,743千円 

(成立当初受注額) 
331,680千円 

(成立当初受注額) 
   ※受注対策重点支援事業の受注促進ＣＤの実績を含む 
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事業名・内容 事業の実績等 

に、県内の企業取引ＣＤと連携し

ビジネスマッチングを行う。 

 発注企業向けに「受注企業ガイ
ドブック」を、大手発注メーカー
に提案型冊子「魅せます！鳥取企
業の得意技」を提供し、県内企業
の設備・技術・商品を広くＰＲし
て受注機会の拡大につなげる。※
政策目標 発注件数750件、成約
件数250件 

【年間目標達成率】 発注件数：97.7％  成約件数：84.4％ 
 
【成果と課題等】 
・販路開拓にあたっては引き続き低迷している「プレス部品」「電子機器（基板）」分野の

案件を中心に開拓したが、この分野の仕事は全国的に不足しており、案件が出てこなかっ
たため、あっ旋件数が伸びず、目標達成率が97.7％にとどまった。 

・切削・研削、機械装置・金型などの分野を中心に県内企業の受注が好調なため、新たな仕
事が入りにくい状況。①生産キャパがない、②人材不足、③利益率の悪い仕事を無理して
とらない等の理由で成約件数の目標達成率が84.4%にとどまった。 

・東京、愛知、大阪それぞれの地域特性や産業構造を考慮し、地域別に販売戦略を立てるこ
とで、成約件数の増加を図っている。 

 
○新規発注企業の開拓状況 
努力目標：各地域４件／月の新規訪問（4月～H27.3月） 

地域 訪問件数 
今後の見込み 

◎ ○ △ × 
大阪 54件 1 26 20 7 

名古屋 35件 8 5 17 5 

東京 56件 7 23 24 2 

近隣県 58件 21 19 10 8 

合計 203件 37 73 71 22 

◎…案件をいただけた。 
○…継続訪問すれば案件出てきそう。 
△…普通の感触。１度だけではわからないので、継続して様子をみる。 
×…案件出てくる可能性は低い。 

※年間努力目標達成率 105.7％ 

(2）受注対策重点支援事業 
 
予算額：4,164千円 
決算額：3,670千円 
 
県内企業の設備・技術・商品を広
くＰＲして、県内中小企業の受注
機会の拡大に繋げるため、県内に
受注促進ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ（以下、CDと
いう）を１名配置し、近隣県（兵
庫県、岡山県、広島県、島根県）
の企業を訪問して発注案件情報
を収集する。 
 
※政策目標 受注件数150件、成
約件数30件 
 
 

【実績】 
○支援状況 

区分 企業訪問件数等 
（4月～H27.3月） 

企業訪問件数等 
（昨年度） 

あっ旋（見積り）件数 149件 148件 
成約件数 26件 20件 
成約率 17.4％ 13.5％ 
取引成立金額 49,680千円 

(成立当初受注額) 
6,808千円 

(成立当初受注額) 
○コーディネーターによる成約件数 

年間目標達成率  発注件数： 99.3％  成約件数： 86.6％ 
【成果と課題等】 
・景気回復基調で近隣県の企業でも仕事が増えてきており、外に出したがっていることから、
あっ旋件数は概ね計画通りに伸び、目標達成率は99%となった。しかし、個々の案件をみる
とコスト比較だけの案件も含まれ、金額の安いものは成約に至らないことから成約率は
20％以下となり、成約件数の目標達成率は86.6％にとどまった。 

・余剰人員を抱えて困っていた電子部品製造の企業に機械系部品の組立の仕事を紹介。 

 当初、部品組立のみの仕事で利益が出ていなかったが、県内CDと連携して工程改善を進 

め、利益が出るようになり発注企業からも信頼を得られた。受注数量も増加し、検査、梱

包、出荷まで任せられるようになったことで、さらに利益増に繋がった。 

 

(3）町工場活性化支援事業 
 
予算額：4,494千円 
決算額：3,729千円 
 

農業生産に係る関連施設の保

守業務（メンテナンス・修繕等）

に対し、町工場等の連携体制を構

築することにより、県内企業の受

注確保を促進し、ビジネスマッチ

ングを図る。※政策目標 成約件

【実績】 
○支援状況 

取引関係 実績 
（4月～H27.3月） 

実績 
（昨年度） 

農業団体－町工場 成約件数 4件 5件 
 受注成約金額 1,143千円 649千円 
民間企業間 成約件数 11件 2件 
 受注成約金額 12,985千円 50千円 

合 計 成約件数 15件 7件 
 受注成約金額 14,128千円 699千円 

  年間目標達成率    成約件数： 50％ 
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事業名・内容 事業の実績等 

数30件 【成果と課題等】 
・パンフレットを広く県内外に配布してＰＲした結果、農業団体だけでなく、県内外の企業

からの見積案件が増えた。結果として、受注成立件数、金額が前年度よりも増加した。 
愛知県の企業からは継続的に注文が入るようになった。 

・アシスト中部の代表企業であるトータルテクノサービス ウィズの傘下に営業担当を１名
配置し、農業団体との窓口として今後も継続的に案件に対応できるように体制を強化した。 

・本年度で事業が終了したが、今後も引き続きグループ内で定例会、報告会を開催し情報交
換や連携強化が図れるようにした。 

・今後は機構本部でフォローする。農業団体への協力も県内外からの取引案件の紹介も引き
続き行う。町工場活性化支援ネットワークの関係機関とも引き続き連携・協力する。 

 
予算額：29,501千円(※) 
決算額：23,990千円(※) 
※(4)、（5）合算 
 
(4)専門展示会出展支援事業 
県内企業の製品・技術を広くア

ピールし、新規取引先の開拓や販
路の拡大を支援するため、東京、
大阪、名古屋など大都市圏で開催
される集客能力の高い専門展示
会に鳥取県ブースを設置する。 

【実績】 
○H26年度専門展示会（国内）出展状況 

期日 名称 企業数 商談件数 成立金額 

5/27～5/30 NEW環境展2014 ５社 33件 商談中 

6/25～6/27 機械要素技術展 ４社 50件 300千円 
11/5～11/8 メッセナゴヤ ３社 42件 商談中 
1/14～1/16 電子部品EXPO ２社 24件 商談中 

3/3～3/6 FOODEXJAPAN 2015 ６社 164件 商談中 

3/3～3/6 建築・建材展2015 ４社 39件 420千円 

・ NEW環境展は、昨年の２社から５社へと出展企業が大きく増加した上に、出展した５社す
べてが来年も出展したいと回答されるなど非常に好評であった。  

 
○H24～H25年度の専門展示会（国内）出展後のフォロー状況 

  H24年度 H25年度 

ものづくり系 

専門展示会 

継続 10社 1社 

新規 2社 14社 

成約金額 17,598千円 25,721千円 

調査期間 （1年間） （1年～1年半） 

                ※LED関連の展示会を除く 

  H24年度 H25年度 

食品系 

専門展示会 

継続 4社 14社 

新規 6社 4社 

成約金額 4,454千円 12,967千円 

調査期間 （1年間） （1年～1年半） 
 

(5)商談会等開催事業 

県内中小企業の販路開拓を支

援するため、各種商談会（提案型、

近隣県、進出企業向け、中国ﾌﾞﾛｯ

ｸ合同、近畿・四国合同、食品等）

を開催する。 

 

【実績】 
○商談会等開催状況 
ものづくり関係（提案型） 

開催 名称 参加者数 
（単位:社） 

商談件数・折衝状況 

4/24 日立造船との個別商談
会 

発注：1社 
受注：11社 

県内企業を訪問いただくも具体的な
マッチングにつながらず。 

7/24 エクセディ部品見学会 発注：1社 
受注：6社 

6社のうち3社が前向きにアプロー
チ。1社営業継続。2社マッチせず。 

11/20 マツダ技術シーズ提案
会 

発注：1社 
受注：2社 

2社参加。判断待ち。 

11/27 部素材シーズ技術発信
会（マツダtier1向） 

発注：－社 
受注：2社 

2社参加。引き合い無 

2/26 ダイハツ展示商談会 発注：－社 
受注：1社 

1社出展。見積もり依頼2件。 

3/17 三菱自工ニーズ発信会 発注：1社 
受注：2社 

1社参加。個別面談へ。 

3/6 ダイキン工業ニーズマ
ッチング 

発注：1社 
受注：－社 

1社エントリー。個別面談へ。 
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事業名・内容 事業の実績等 
ものづくり関係（受発注） 

開催 名称 参加者数 
（単位:社） 

商談件数・折衝状況 

9/10 中国ブロック商談会 
（山口） 

発注：60社 
受注：16社 

58面談を実施。 
半年で4件の取引が成立。 

9/25 ものづくり受発注商談

会（大阪） 

発注：95社 
受注：16社 

41面談を実施。 
半年で3件の取引が成立。 

12/9 鳥取県企業発掘商談会 

（鳥取） 

発注：10社 
受注：37社 

93面談を実施。 
3ヶ月で11件の取引が成立。 

1/15 上海ものづくり商談会 

（中国・上海） 

発注：29社 
受注：4社 

20面談を実施。 
2ヶ月で1件の取引が成立。 

2/18 
・19 

近畿・四国合同商談会 

（京都） 

発注：170社 
受注：25社 

64面談を実施。 
まだ成立には至らず継続して支援中 

3/11 神戸地区広域商談会 

（神戸） 

発注：29社 
受注： 7社 

18面談を実施。 
まだ成立には至らず継続して支援中 

 
食品関係 

開催 名称 参加者 
（単位:社） 

商談件数 成立件数 

成立金額 
5/21 第２回通信販売商談会 発注：２ 

受注：２０ 
２８件 ６件 

商談中 
6/9 
～11 

いちい商談会 発注：１ 
受注：２０ 

２０件 １１件 

商談中 

6/12 
～14 

リオンドールコーポレ
ーション商談会 

発注：１ 
受注：３１ 

３１件 ２３件 

商談中 
6/26 
・27 

マエダ商談会 発注：１ 
受注：２４ 

１６件 １３件 
商談中 

7/8 
・9 

第１回京北スーパー商
談会 

発注：１ 
受注：２０ 

２０件 ８件 
商談中 

9/9 
・10 

第２回京北スーパー商
談会 

発注：１ 
受注：２０ 

２２件 ７件 

商談中 
9/26 中国シジシー展示商談

会 
発注：１７ 
受注：７ 

２０件 ３件 
商談中 

 
【成果と課題】 
◯食品関連 
・ 通信販売商談会は好評であるが、テレビでの販売では商品のプレミア感等が求められ
るため、アピールポイントを明確にしていないと成約につなげるのが難しい。 

・ 東北３社の商談会では、各バイヤーとも水産品や農産物に深く興味を示し、「鳥取フェ
ア」を開催するバイヤーもあり、３社平均で約７割の商談成立の見込みとなった。 

 ・東京を除く関東圏域への新たな販路開拓ため、千葉県に本社を置くスーパーとの商談会
を行い、バイヤーに県内の農産品、水産加工品、一般加工品等についてＰＲを行った。 

 
ビジネスマッチング 

開催 名称 参加者数 
（単位:社） 

商談件数・折衝状況 

7/7 大和ハウスグループ 
BMエントリー  

発注：1社 
受注：3社 

エントリーした企業3社が書類選考
通過し、面談するも取引に至らず 

10/6 積水ハウスニーズ説明
会 

発注：1社 
受注：2社 

2社（3件）の提案をエントリーし2
件（1社）が面談するもマッチせず 

10/7 ニーズ提示型ビジネ
スマッチング説明会 

発注：5社 
受注：2社 

2社の提案をエントリーし、1社が面
談へ進むも、マッチせず。 

10/23 川崎重工業・車両カン
パニー・ニーズ説明会 

発注：1社 
受注：1社 

1社（2件）の提案をエントリーし面
談へへ進むも、マッチせず。 

10/27 タイガー魔法瓶ニーズ
説明会 

発注：1社 
受注：1社 

1社の提案をエントリーし面談。 
開発段階から連携を打診中。 
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事業名・内容 事業の実績等 

3/6 ダイキン工業・第6次ビ
ジネスマッチング 

発注：1社 
受注：1社 

1社がエントリーし、選考を通過。 
5月以降工場見学へ。 

3/23 小林製薬との技術マッ
チング会 

発注：1社 
受注：募集 

マッチしそうな県内企業や関係機関
にエントリー打診中（4月末まで） 

― オープンイノベーショ
ンマッチング 

発注：－ 
受注：1社 

1社がエントリーし企業との面談ま
で進んだが具体的マッチには至らず 

 

３ 県内企業の海外展開の支援 

(1)「北東アジアゲートウェイ＋」
実践事業 

 
予算額：16,911千円 
決算額：11,798千円 
 
・「海外サポーター」を外部委託
して設置し、現地の情報収集、
情報提供、訪問時のアテンドを
行う。 

・県内企業の出展意欲が高い地域
等の海外見本市、商談会に出展
し、海外販路の開拓を行う。 

・ものづくり系企業の海外販路拡
大を支援するため、現地企業や
外資系企業とのビジネスマッ
チング（商談会）を行う 

【実績】 
○海外サポーターの設置状況 

地域 主な業務内容 
台湾(台北) 現地の最新情報を毎月1回レポートにして提出(年12回) 

 各種貿易投資の係る相談対応(無料/有料) 
 機構等の現地訪問時の対応 
 県内企業を訪問、ビジネス創出の検討(中国サポーター) 

中国(上海) 
韓国(ソウル) 

 ・毎月のレポートを「とっとり・グローバルウォッチ」に掲載し、県内企業等へ情報発信 
グローバルウォッチ配信回数：１２回 
貿易相談・現地対応：台湾サポーター２件 

○平成２６年度の海外見本市への出展 
商談会・展示会（海外）支援状況 

開催 商談会名 分野 商談件数 
 

成約金額 

9/5-9/9 北東アジア博覧会商品展 

（吉林省長春市） 

総合 39件 約443千円 

9/17-9/30 微風広場鳥取県物産展 

（台湾台北市） 

食品 12社 約3,000千円 

9/26,9/27 山陰ブランド展inロシア 
（ウラジオストク市） 

食品 5件 約681千円 

10/24-10/25 江原医療機器展示会 ものづくり 23件 - 

3/2 鳥取県食品輸出商談会 食品 21件 2,560千円 

○ものづくり系企業の海外展開支援 
 １月15日に上海で開催した「ものづくり中国進出企業上海商談会」の開催に合わせ、現地
日系企業を訪問し意見交換を実施。将来的な事業参入の可能性を探った。 

 
(2)新たなビジネスモデル創出支
援事業 

 
予算額：3,767千円 
決算額：3,467千円 
 
県内企業が独自に海外見本市

に参加し、販路開拓等に取り組む
ための海外見本市等出展経費や
サンプル輸入、輸出入に伴う関係
書類作成等に要する経費の一部
を助成する。 

【実績】 
○補助金の採択状況 

申請者 事業内容 金額(千円)  備考 

ビック・ツール 米国機械見本市 1,000 完了済 

華誦絵 トルコ服飾商談会 113 完了済 

鳥取再資源化研究所 ベトナム展示会 697 完了済 

旭東電気 韓国GMES展示会 129  完了済 

イナバゴム 韓国GMES展示会 187  完了済 

カニ倶楽部 ﾏｶｵﾌｰﾄﾞﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 965  完了済 

華誦絵 トルコ服飾商談会 185 完了済 

北陽冷蔵 台湾物産展 162 完了済 

計（採択） 8件 3,438  

【成果と課題】 
 ・ビック・ツール 

見本市にて工具の性能を実演してPRしたところ複数社から引合いを受け、うち１社と 
取引成立。現在複数社と交渉継続中。 

・華誦絵 
出展を契機にトルコ企業との現地製造委託に関して商談中。 

 ・鳥取再資源化研究所 
  日本企業の現地代理店から同社の商品を使った水質浄化システムの開発を行いたいと 

の申し出があり商談中。 
 ・旭東電気 
  部材サンプルの製造受託について商談中。 
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事業名・内容 事業の実績等 
 ・イナバゴム 
  部材サンプルの製造受託について、秘密保持契約を締結し、仕様規格の確認を行いたい

という申し出があり商談中。 
 ・カニ倶楽部 

物産展での販売活動のほか、現地の有力食品卸企業と商談し現在価格交渉中。 
・華誦絵 

  現地企業との業務提携契約締結。 
 ・北陽冷蔵 
  9月微風広場鳥取県物産展出展を契機に出展。将来的に常設販売スペース確保に向けて

商談中。 
 

(3)とっとり国際ビジネスセン
ター運営事業 
 
予算額：23,707千円 
決算額：19,964千円 
 
県内企業からの海外展開に関

する各種相談に対応するための
スタッフ（コーディネーター、専
門相談員、外国語スタッフ（韓国、
ロシア、中国）を配置する。 
コーディネーターを対象国別

担当から、食品系、ものづくり系
の分野別・機能別担当に移行し、
各企業の現状・課題を把握しつつ
海外戦略の展開を図る。 
※政策目標 スタッフの支援件数
1000件、企業支援件数100件 

【実績】 
○支援件数 

区分 件数等 内訳 備考 
翻訳 通訳 相談 

支援
件数 

韓国語通訳等 577 363 179 35  

ロシア語通訳等 171 108 40 23 
中国語通訳等 132 61 34 37 

計 880 532 253 95 
・通訳、翻訳業務だけでなく、企業からの相談対応や展示会等の企画立案にも参画 
 

○専門相談員による企業支援件数：104件 
・県内企業からの海外展開戦略の相談対応を実施。 

○コーディネーター等による企業支援件数：479件 

(4)ウラジオストクビジネスサ
ポートセンター設置運営事業 
 
予算額：14,800千円 
決算額：14,375千円 
 
県内企業のロシア展開を支援 

するとともに、ビジネスマッチン
グによる日露間のビジネス創出
を図るため、外部委託によりウラ
ジオストクビジネスサポートセ
ンターの設置・運営を行う 
 
※政策目標 相談件数300件 

【実績】 
○サポートセンター運営状況（日露双方合計） 
→センコン物流株式会社に業務委託 

区分 件数等 

支援
件数 

相談・来訪 111 

翻訳支援 127 
通訳支援等 68 

【成果と課題】 
・中海市長会と初めて共催し、現地で「山陰ブランド展inロシア」を開催。 
・ウラジオ市内に日本料理店出店を計画している県内企業の現地訪問をアレンジ。 

Ｂ 県内企業の経営改善を支援する 
１ 相談窓口対応及び専門家の派遣 
(1)専門家派遣事業 
 
予算額：12,520千円 
決算額： 6,582千円 
 
中小企業者の依頼により「ＩＳ

Ｏ取得」「技術相談」「IT化の推進」
「ビジネスプランの作成」「情報
セキュリティ対応」など各分野の
専門家（経営革新アドバイザー）
を派遣する。 
 
※政策目標 派遣件数50件 

【実績】 
○専門家派遣件数(申込受付ベース) 

項目名 件数 主な内容 備考 
(特徴的なもの) 

経営全般 8件 経営全般に関するアドバイス 生産管理改善支援他 
技術 1件 商品開発に係る技術レベルアップ 技術力ブラッシュアップ 
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 2件 新商品開発に係るブランディング等 自社ブランド開発支援他 
IT 6件 情報化支援 効率的なHPの構築他 

ISO 10件 ISO取得支援  

その他 7件 人材育成他 コーチング 

合計 34件   

年間目標達成率  派遣件数： 68％ 
 
・本事業を機構があらゆる分野の企業に対して適用可能な支援ツールとなるよう積極的に活
用していきたい。 
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事業名・内容 事業の実績等 

(2)中小企業相談支援事業 

 
予算額：9,215千円 
決算額：7,862千円 

 

「最低賃金総合相談支援センタ

ー」の相談窓口を設置し、中小企

業庁等が実施する生産性向上等

の経営改善に向けた支援事業と

連携を図りながら、経営改善及び

労働条件管理の相談に応じる。 

※政策目標 相談 50件、派遣 80
件 

【実績】 
○最低賃金総合相談支援センターの支援状況 

相談件数 派遣件数 主な相談内容 

76件 136件 
就業規則・賃金規程の作成アドバイス、業務改善助成
金・労使協定・社会保険事務手続きのアドバイス等 

※年間目標達成率 相談  152％、派遣  170% 
  

○労務改善セミナー・シンポジウム 
日程 内容                32名参加（定員50名）充足率64% 

3/9 講演Ⅰ：人が輝く職場つくり 
講 師：人と経営研究所 所長 大久保 寛司 氏 

満足度 97% 

講演Ⅱ：労務管理のツボ 
講 師：社会保険労務士・行政書士 服部 昭氏 

満足度 78% 
 

(3)再生支援協議会事業 
 
予算額：66,217千円 
決算額：60,510千円 
 
厳しい経済情勢の中で、大小の

経営課題を抱えている中小企業
に対し、経営相談から再生計画策
定支援及び再生計画策定完了後
のフォローを行うなど、きめ細か
く様々な支援を行う。 
 
※政策目標  
再生計画策定完了件数 25件 
経営改善支援ｾﾝﾀｰ利用申請 30件 

【実績】 
◯事前相談等実績 

 
 
 
 
 

◯再生計画の策定状況 
 繰越 新規 終了 完了 2次等移行 対応中 

窓口相談 １１ ２９ １６ － ２２ ２ 

計画策定 
1.5次 ５ １１ ３      ８ ５ 

2次 ３ ２１ ０ ２１  ３ 

 
◯再生計画策定企業に係る雇用の確保  ８４２人(２１社合計) 
 （業種別内訳） 

業種 先数 

卸小売業    ９ 

製造・販売    ５ 
宿泊    ４ 
サービス業    １ 
病院    １ 
運送    １ 

 
◯経営改善支援センター 

問合せ・相談 １８３件 
利用申請    ３７件 

 

件数             ２９件 
処理状況 対応中     １件 

１次対応移行 １５件 
終了      １３件 

２ 設備貸与事業等 
(1)中小企業ハイテク設備貸与 

事業 
(2)設備貸与事業 
(3)創造的中小企業育成支援事業 
 
予算額：7,440千円 
決算額：3,084千円 
 
 

【実績】 
○債権回収等の状況 
（H19年度から新規貸付を停止。現在は債権の管理回収のみ） 

区分 中小企業ハイテク設
備貸与事業 

設備貸与事業 備考 

正常先 0社 0社  
未収先 0社 0社 2社償却 
破綻先 0社 0社 2社償却 

 

○破綻先、未収先からの回収状況 
事 業 名 金額（千円） 

中小企業ハイテク設備貸与事業 0 

設備貸与事業 1,354 
創造的中小企業育成支援事業 231 

   合   計 1,585 
※現在は上記債権及び償却済債権の求償権の管理・回収のみ 
※設備貸与事業の未収先・破綻先の4社につては、26年度末に償却。 
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事業名・内容 事業の実績等 
Ⅱ 県内企業の技術及び経営の革新による新事業・新分野への進出を支援 
Ａ 企業の創出及び育成を支援する 
１ 起業創業チャレンジ事業による新たな起業の創出・育成 
起業創業チャレンジ総合支援事業 
 
予算額：16,773千円（※） 
決算額：10,874千円（※） 

※ア～ウ合算 

 

県経済の活性化と雇用創出を図

るため、鳥取県から国内外に打っ

て出ようとする新たな技術や経

営ノウハウ等を持った革新的な

革新的な中小企業等を創出・育成

し、その活動を支援する。 

ア 創業支援センターによる総
合的な支援 
創業支援担当コーディネータ

ーによる支援、専門家を活用し
た相談体制、機構と県内図書館、
鳥取県中小企業診断士協会の連
携による「企業・経営なんでも
相談会」を開催する。 

【実績】 
○コーディネーター・専門家による相談対応 

件数 備 考 

1件 起業創業者向け相談体制 
24件 創業者の発掘のため、新たに図書館及び中小企業診断士協会と連携

して創業相談会の運営を開始、創業者が中小企業診断士に相談でき
る体制を構築。 

 
【成果と課題等】 
・引き続き（一社）中小企業診断士協会、鳥取県立図書館・倉吉市立図書館・米子市立図
書館と連携し、創業者の発掘・支援体制を強化。 
・相談の中から補助金（特に県の補助金）申請に繋がる案件が現状ではまだ少ない。 
・相談案件については、特に中部地区の相談件数が低迷している。（東部11件、中部 
5件、西部8件）  

イ 起業創業チャレンジ補助金 
 
革新的な中小企業等に対し、その
起業前後一定期間に要する経費
の一部を補助することにより、革
新的な中小企業等の創出と育成
を図る。 
※政策目標 新規採択件数９件 

【実績】 
○採択状況 

審査会 申請件数 採択件数 交付決定額 

第１回 8/8 3件  3件  3件 14,700千円 

第２回 11/14 1件 1件 1件   5,000千円 

第３回 2/4 4件 4件 4件 19,801千円 

 
【成果と課題等】 
・育成支援事業開始（平成 23年 11月）以降、申請企業数 33社（うち採択 27社、起業 29
社）。 

 
ウ ビジネスプランコンテスト及
びシンポジウムの開催 
 
起業者の掘り起こし及び事業

の高度化を目的として、技術やビ
ジネスモデルに関して、専門家が
客観的な評価・アドバイスを行う
ビジネスプランコンテストを開
催する。 
また、コンテスト表彰式に併せ

て、著名な講師による講演会やコ
ンテスト受賞者による発表会で
構成するシンポジウムを開催す
る。 

【実績】 
○第4回ビジネスプランコンテスト・シンポジウム 
(年１回開催、申請件数１６件) 

項 目 内 容 

シンポジウムの
開催 
（参加者数98名） 

日時：平成27年2月13日(金) 
場所：鳥取県立図書館２階「大研修室」 
講師：兵庫県立大学大学院 経営研究科教授 佐竹 隆幸 氏 

講演内容：「地方における中小・ベンチャー企業のこれからの

経営戦略」～地域になくてはならない企業となるために～ 

○コンテスト受賞者（シンポジウム当日に最優秀賞者等を発表） 
企業名 事 業 名 

最優秀賞 
大晃工業㈱ 

ドライバーの視認性を向上させる視線誘導灯の研究開発とその
商品化 

優秀賞 
㈱イルカカレッジ 

林野火災を航空機から安全・迅速・正確に消化するゲルパック
消火剤の高精度投下システムの開発 

優秀賞 
イナバゴム㈱ 

感圧導電性ゴムの特徴を用いた初期すべり検知センサによる器
用なハンドリングロボット事業 

優秀賞 
㈱八十八や 

６０年ぶりに栽培復活した智頭麻からこだわりの商品とサービ
スを提供して限界集落を元気にする事業 

【成果】 
 受賞企業が事業内容を発表した結果、最優秀賞受賞企業は鳥取県の「新技術活用システム」
に採用されやすくなった。又、優秀賞受賞企業は、宣伝効果があり企業ＰＲに繋がった。 
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事業名・内容 事業の実績等 
２ 地域需要創造型等起業・創業促進事業による助成 
地域需要創造型等起業・創業促進
事業 
 
予算額：10,524千円 
決算額： 7,181千円 
 
地域経済の活性化を図るため、

地域の需要や雇用を支える起
業・創業等に対し、その事業経費
の一部を補助する。 
※政策目標 採択件数18件 

【実績】 
◯応募状況 
１ Ｈ25年度補正予算創業補助金第1次募集 ９件応募、６件採択（Ｈ26.3.24締切） 
２ 第2次募集 ３６件応募、１１件採択（Ｈ26.6.30締切） 
～ 鳥取県では、全国事務局(中企庁)より１８件の採択目標件数が示されていたが、本補
助金最終募集のため全国の応募件数が殺到した。結果的に１７件の採択となった。 

３ 確定検査を12月末までに行い、Ｈ 24年度補正採択企業４５社、Ｈ 25年度補正採択企業 
４社の確定検査を実施した。 

 

＝採択企業(１７件)の内訳＝ 

飲食業 
医療・ 

介護業 
小売業 

理容・ 

美容業 
製造業 ｻｰﾋﾞｽ業 ＩＴ関連業 

６ ４ ２ ２ １ １ １ 

【成果と課題等】 

平成２５年度補正予算の採択件数は１７件となった。今後は、コーディネーター１名体制
となるため、確定検査等管理事務を徹底するとともに採択企業のフォローが課題となる。 

 

Ｂ 成長産業分野の産業集積を支援する 
１ 医療・福祉機器関連産業の育成 

予算額：16,206千円(※) 
決算額：13,936千円(※) 
※(1)～(3)合算 
 
 (1)医工連携推進事業 
県内中小企業の医療機器関連

分野(福祉･健康機器も含む。)へ
の参入を支援するため、医工連携
コーディネーターの配置及び「と
っとり医療機器関連産業戦略研
究会」の運営により、同分野に係
る研究開発・人材育成の拠点づく
りを行う。 
※政策目標 新たに医療機器等
の製造に取り組む企業５社 
 

【実績】 
○医工連携コーディネーターを配置し（6/1）、県内企業の技術シーズ、鳥取大学医学部付属
病院をはじめとした医療現場のニーズ調査を実施 
 
◯主な実施項目 内訳 

項目 内容等 

医工連携コーディネー
ターの配置 

「とっとり医療機器関連産業戦略研究会」の会員企業(金融
機関･団体等除く)に対し、技術シーズのヒアリングを実施す
るとともに、鳥取大学医学部附属病院をはじめとした医療現
場ニーズ調査を実施。 

県内中小企業の研究開
発の拠点づくり 

①県内4病院(県立中央病院、県立厚生病院、真誠会、市立病
院)で医療･介護現場のニーズヒアリング会を実施。その他
個人病院等の個別ヒアリングを含め、県内医療現場から
212件のニーズを収集。 

※医療現場のニーズを精査(クラス分類、目利き、共同・販
売企業の想定等)を行い、2/10医療機器開発セミナーにて
県内企業へニーズ概要を紹介。H27公募で製品化を計画。 

○政策目標(新たに医療機器等の製造に取組む企業：5社)に対する実績：6社 
 

(2)メディカルジャパン出展事業 
関西広域連合の「アジア拠点形

成促進事業」で行う、ライフサイ
エンス分野の総合ビジネス産業
展に、行政機関他県内企業が出展
し、県外企業とのマッチングを行
うため、「メディカルジャパン」
に出展する。 
(3)国際福祉機器展出展事業 
福祉機器分野における県内企

業の販路開拓を支援するため、ア
ジア最大級の福祉機器総合展示
会である「国際福祉機器展」に行
政機関他県内企業が出展し、県外
企業とのマッチングを行う。 

【実績】 
人材育成の拠点づくり ①平成26年6月2日に研究会第1回グループワーク(テー

マ：部材供給、海外展開)を開催。 
②平成26年7月8日に医療機器開発セミナー・グループワ
ーク(テーマ：医療機器開発)を開催 

③平成26年10月17日に医療機器開発セミナー(基礎編)」
を開催(テーマ：医療機器開発に必要な薬事知識等の習
得) 

④平成26年12月1日に医療機器開発セミナー・グループワー
クを開催(テーマ：再生医療分野における医療機器開発ニ
ーズ) 

⑤平成27年1月23日に「医薬医療機器等法施行を踏まえた薬
事戦略勉強会 in 米子」(中国経済産業局との共催)を開
催。 

⑥平成27年2月10日に医療機器開発セミナー・個別企業相談
会を開催。 

⑦平成27年3月24日にとっとり医療福祉機器フォーラム
(県・鳥取大学との共催)を開催。 

その他(販路開拓) 中国経済産業局委託事業(医の芽ネット事業)を活用した、医
療機器メーカーとの展示商談会に参加。 
①平成26年11月5日にニプロ㈱(滋賀県草津市)で中国5県
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事業名・内容 事業の実績等 

32社が出展した技術展示会に県内企業7社(型屋㈱、髙
石工業㈱、㈱A＆M、中山精工㈱、㈱ケイケイ、㈱ヒカ
リ工業、イナバゴム㈱)が参加。 

②平成26年12月10日に東京・本郷地区の医療機器メーカ
ーとの技術展示会に中国4県21社が出展し、県内企業3
社(㈱テムザック技術研究所、中山精工㈱、イナバゴム
㈱)が参加。 

③その他、県内企業の学会出展を支援(日本内視鏡外科学
会、日本マイクロナノバブル学会：㈱A＆M) 

・医療機器製造販売業取得：2社(気高電機㈱、㈱ワールドウィングエンタープライズ) 
・医療機器製造業取得：3社(気高電機㈱、㈱ワールドウィングエンタープライズ、㈱ビッ
ク・ツール)  

 ・ISO13485取得予定：5社(気高電機㈱、(有)山本精機、㈱日本マイクロシステム、㈱ワー
ルドウィングエンタープライズ、㈱ビック・ツール) 

 ・気高電機㈱、㈱ワールドウィングエンタープライズ、(有)山本精機、㈱ビック・ツール、
益山製作所(有)の業許可（医療機器製造業、医療機器製造販売業）、ISO取得については
専門家(医療機器コンサルタント)を当財団の紹介で活用。 

 
(2)国際福祉機器展出展事業 
  国際福祉機器展(H26.10.1～3 東京都)2社出展  

企業名 商談件数 成立金額 
㈱ニシウラ 5件 ― 

㈱ウィードメディカル 1件 ― 

 
(3)メディカルジャパン出展事業 
 メディカルジャパン(H27.2.4～6、大阪市)4社出展 

企業名 商談件数 成立金額 
㈱アサヒメッキ 35件 ― 
イナバゴム㈱ 40件超 ― 
㈱A＆M 17件 ― 
髙石工業㈱ 27件 ― 

 
(4)その他 
  本事業がきっかけとなり、九州大学との共同研究(㈱A＆M、気高電機㈱)により開発した
医療機器の試作品を10/2～4に開催された第27回日本内視鏡外科学会総会、12/7に開催され
た日本マイクロナノバブル学会に試作品展示を行った。 

 
(4)医療・介護ロボット未来戦略
事業 
 
予算額：6,373千円 
決算額：6,359千円 
 
県内中小企業の医療・介護機器

関連分野への進出を支援するた
め、試作製品への部材供給の実証
など戦略的な取組みを支援する。 

【実績】 
○県内中小企業の試作品作成の可能性・開発案件の調査、ニーズヒアリングを実施。 
 県内企業ニーズに基づいた補助金制度設計を実施し、H26/9月公募開始。 
○10/31に委託先選定の審査会を開催し、㈱テムザック技術研究所(テーマ：触覚・力覚機能
を搭載した新規鉗子の研究開発)が採択された。H26年度末現在、ほぼ予定通り進捗中。 

 【委託費の年度別内訳】 

平成26年度 6,348,000円 

平成27年度 13,652,000円 

合計 20,000,000円 
 

２ リサイクル産業等環境分野の集積の支援 
(1)リサイクル産業事業化促進事
業 

 
予算額：642千円 
決算額：560千円 
 
企業訪問等により、企業のシー

ズ、ニーズ等から発掘したテーマ
を軸に県内企業、公設試験場、大
学 等研究機関及び金融機関等
をコーディネート、マッチングを
行い、事業化を目指したクラスタ

【実績】 
○コーディネーター活動状況 ・相談件数等  

支援項目 件数等 
企業訪問（延べ件数） 427 
 うち 新規企業 63 
研究会・検討会開催 44 

○リサイクル産業事業化促進の状況 
項目 内容／成果 

① 企業への定期的訪
問 

延べ４２７社訪問、ニーズ案件８５件あり、５７件処理済
み（マッチング、取り引き開始）他２８件対応中。 

② シーズ探索及び情 １２件 



12 

 

事業名・内容 事業の実績等 
ーを形成する。 
 

※政策目標 新たにリサイクル
ビジネスへの新規参入企業10件 
 

報提供 ①未利用熱源の有効利用  

・米子工業高等専門学校 エネルギー回収、エネルギーに
関する評価、解析 

②廃食油回収システム 

・鳥取県西部地域の飲食店等のネットワーク 

                     他１０件 

③ 検討会・研究会の運
営等 

検討会、研究会の開催を４４回実施。その内勉強会を２回
開催 

④ 定期的な情報交換 ８件 

⑤ 補助金等について
の助言 

助言、申請支援等  ２５件 

・平成２５年度補正「中小企業・小規模事業者ものづくり・
商業・サービス革新事業」 

・平成２６年度鳥取県リサイクル技術・製品実用化事業 

・経営改善設備投資支援補助金 

・ＢＣＰ (事業継続) 補助金 

・鳥取県内企業海外チャレンジ補助金 

⑥ 知的所有権取得へ
の支援 

７件 

共同出願 １件、追加特許申請支援 ２件 

先行技術調査２件 その他２件（鳥取県新技術新工法） 

⑦ 販路情報の提供 ２７件 

・環境展 リサイクル関連企業３社について出展支援 

・海外展示会「ジャイカ、VIETWATER 2014（平成26年11

月12 ～11月14日）ベトナム」（海外チャレンジ補助金） 
・竹炭、セラミック炭製造委託 

⑧ 先進技術等の情報
収集 

・エコテクノ2014、再生可能エネルギー先端技術、中小企
業テクノフェア2014 

・廃棄物資源学会研究発表 

・大阪大学接合科学研究所、環境展2014：バイオマス利活
用技術、汚泥・食品残差リサイクル技術 

・中小企業展、エコプロダクツ 

【成果と課題等】 
 政策目標の「新たにリサイクルビジネスへの新規参入企業１０件」に対し、企業訪問を延
べ４２７社、その内新規企業訪問を６３社行い、企業間の連携等から、新たにリサイクルビ
ジネスに取組む企業件数を１０件とした。 

(2)次世代環境産業創出プロジェ
クト事業 
 
予算額：23,209千円 
決算額：15,716千円 
 
太陽光発電をはじめとする再生

可能エネルギー関連分野及びLED 
関連分野において、新たな価値や
高付加価値の製品・技術の開発に
つながる研究開発事業を通じて、
県内企業の技術･開発力等の向上
や新たな産業の創出を図る 
 

【実績】 

区分 事業名 実施状況 

継続事業
(H25/26) 

太陽電池用小型過
電流遮断機の開発、
直流遮断技術の効
率化及び実証検証
（受託企業：旭東電
気㈱） 
 

・実施計画打合せ(5/1)、 
・実施進捗・試作設計仕様・試作品性能・計測評価
等打合せ(5/23, 9/4, 11/18, 12/18, 2/13, 3/9 ) 
・業務完了報告書、成果物の提示(4/6) 
※成果物：１次試作品, 2次試作品、検証報告書 

新規事業
(H26/27) 

高エネルギー密度
蓄電池の高効率製
品の開発及び実証
実験（受託企業：ア
ロイ工業㈱、鳥取コ
スモサイエンス㈱、
㈱鳥取スター電機） 

・アロイ工業㈱(電池セルﾒｰｶ)と開発仕様・構成モジ
ュールの打合せ実施(6/9) 

・構成モジュール5種（入力電源回路、制 
御回路、出力インバータ回路、入出力スル 
ー回路）の受託企業候補5社訪問(8～9月） 

・受託意向企業(㈱鳥取スター電機)事業実施計画の
協議(10/6)、委託契約締結(11/27) 

・進捗等実施報告会議(11/21, 1/30, 3/25) 
・H26年度実績報告書の提示(4/9) 

新規事業 
(H27/28) 

LED関連テーマを新
規に実施予定 

・研究開発テーマ案を県、産技、機構で協 
議実施中(第１回9/29) 

・予算措置(3/31) 
事業化の
支援 
 

屋外空間演出用LED
照明機器の開発・実
証(H24/H25事業) 

・建築系照明デザイナーと協働、都内日本 
庭園に27台採用(4月)、水平展開中 

 
花き栽培用LED照明
器具の開発 

・県内ストック、トルコギキョウ生産者 
(13者)へ第１期350台納入(7月) 
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事業名・内容 事業の実績等 

(H23/H24事業) ・生産者の需要大に対応、普及予算措置(県)(H27.3) 
・普及促進関係者協議(10/3, 1/9) 

 
 

(3)次世代環境ビジネスを支える
技術等向上事業 

 
予算額：5,547千円 
決算額：3,806千円 
 
太陽光発電をはじめとする再

生可能エネルギー設備の施工や
維持管理のための基礎知識及び
技術取得のための講座を開催す
る。 
 

【実績】 
○実施状況 
・応用講座3回、実践講座6回を以下のとおり実施した。 

【応用講座】6～7月、受講者18名、【実践講座】8～3月、受講者8名 
○業界動向の情報提供 
・学会やセミナー等に参加し、受講者への情報提供を行った。 
・受講者の代表者を学会講演会に派遣し、他の受講者へ情報提供をしていただいた。 
○アンケート結果 
受講者自身の専門でない分野については理解が難しいとの意見もあったが、のべ76％の参加
者が技術・技能の習得や知識の向上には役立ったと回答。一定の成果があったと思料する。 
 

実施月 講座名・場所 内容等 
6月 応用講座１、倉吉 電気基礎・応用基礎（事例演習）、参加者数：16名 

7月 
 

応用講座２、倉吉 施工基礎（事例演習）、参加者数：17名 

応用講座３、鳥取 保守管理基礎（事例演習（実地））、参加者数： 
16名 

8月 実践講座１、鳥取 システム設計・施工全般、不具合点検等、参加者数：8
名 

11月 実践講座５、鳥取 構造計算・関係法令解説等、参加者数：6名 

実践講座２、鳥取 保守管理（異常箇所特定方法）等、参加者数：3名 

1月 実践講座３、鳥取 保守管理（データ解析手法）等、参加者数：5名 

実践講座４、米子 保守管理（火災リスク、火災安全対策）等、参加者数：
7名 

3月 実践講座６、鳥取 太陽光発電にかかる質疑応答・保守管理（点検機器、
具体事例への対処方法）、参加者数：5名 

３ ＬＥＤ産業等のさらなる集積の支援 

ＬＥＤ産業競争力強化事業 
 
予算額：30,289千円 
決算額：27,262千円 
 
県内ＬＥＤ関連産業の振興発

展に資するよう、鳥取県産のＬＥ
Ｄ商品の認知度向上（ブランド
化）を図るとともに、企業の商品
開発における課題解決を支援す
る体制を確保し、ＬＥＤ産業のさ
らなる集積化と事業拡大を促進
する取組みを実施する。 
 

※政策目標 支援件数12件 
（提案型LED商品含む） 

【実績】 
◯企業のＬＥＤ新商品の企画･設計を支援し１１件の商品開発を行った。さらに事業化を見
込める３件のＬＥＤ商品（プロト品）を独自に開発、企業へ事業化に関する提案を行った。
（合計支援件数１４件）プロト品は、H27に公募による事業化を計画している。 

◯県産LED関連商品の競争力強化や市場・消費者にＰＲするための取り組みを実施。 
 
○実施状況 
①開発支援 

項目 内訳 
支援件数 １４件（開発支援１１件＋提案型LED商品３件） 

・提案型LED商品：美術館照明、脱臭機、ＰＯＰ看板 
3/24 ＬＥＤ戦略研究会でプレゼンを実施 
 

企業支援 企業打合せ １９７回、資料提供 ４３３回 
 

 
②競争力強化推進支援 

項目 内訳 
県有施設導入のた
めの製品登録制度
の施行 

・LED戦略研究会(3/24)で会員に認証制度構築見直し(県有施設導
入の製品登録へ移行)の趣旨等を説明 

専門展示会等での
企業マッチング 

〇ﾗｲﾃｨﾝｸﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ2015 第5回 LED/有機EL照明展 

期日 企業数 商談件数 成約金額 

1/14～16 4社 85件 
3.5百万円(8件) 
継続中33件 

出展企業：ｱﾛｰ産業、ﾄｰﾀﾙﾃｸﾉ､光電気LEDｼｽﾃﾑ､片山電機 
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事業名・内容 事業の実績等 

セミナー・講習会
の開催 

 
実施日 名称 講師・講演内容 参加者 

8/1 
LED技術
講習会 
(鳥取市) 

 
講演 『照明ｼﾐｭﾚ ｼーｮﾝｿﾌﾄDIALux
を用いた住宅・看板・体育館等
を事例とした照明空間生成・照
明計画・照度計画』 
 
講師 加藤 明 氏 
ﾗｲﾃｨﾝｸ゙ ﾃ ｻ゙ﾞｲﾅｰ 
（ﾘｶﾚﾝﾄ専任講師) 

13名（定員15名） 
充足率87% 
満足度100% 
 

2/27 
LED照明
セミナー 
(鳥取市) 

 
講演 『LED照明の近未来～2020
年東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸに向けて～』 
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 『ｱｲﾃ゙ ｱを形に創る・
創る・作る』 
 
講師 長町 志穂 氏 
照明ﾃ ｻ゙ﾞｲﾅｰ 
(㈱LEM空間工房 代表取締役） 

23名（定員30名） 
充足率77% 
満足度100% 
 

 

県産LED関連製品
を市場や消費者に
PR  

〇公共施設、都市景観、農業分野等へ県内産LED照明機器を商品開
発支援、普及促進 

分野 商品 取組み 

農業 
花き栽培用 
LED照明 

ストック生産者12戸導入 
県下生産者へ普及促進 

社会ｲﾝﾌﾗ LED道路照明 鳥取県県道に 1,600灯導入（累計 2,400
灯） 

社会ﾕ ﾃー 
ｨﾘﾃｨ 

LEDｱｰｹー ﾄﾞ照明 若桜商店街に設置 

特定 LED美術館照明 渡辺美術館に実証設置 
 

 
◯開発支援案件の受注実績 （対象：H24～H26年度の開発支援案件 計２１件） 

項目 件数 受注額（千円） 

量産品継続受注開始   ９ ２３７，０３６ 

受注(継続の見込有)   １         ４８０ 

サンプル公開・商談中   ２  

設計検討･開発中   ２  
試作実施・開発中止   ６  

開発断念  １  
合計 ２１ ２３７，５１６ 

   ※開発支援案件の２１件には提案型ＬＥＤ商品（プロト品）は含まない。 

Ｃ 県内の経営資源を利用した新商品等の開発や事業化を支援する 
１ 研究開発への助成 
(1)研究開発事業 
 
予算額：3,620千円 
決算額：2,101千円 
 
中小企業が抱える課題の解決

に向け、グループが研究開発をす
るために必要な基礎的調査・情報
収集・開発検討に要する経費を助
成する。 
※政策目標 採択件数5件 

【実績】 
・第１回審査会9/22 申請件数：1件 採択件数1件（やさい工場net） 
・第2回審査会3/2 申請件数：1件 採択件数1件（三朝温泉協同組合）。 
・鳥取県中小企業調査、・研究開発支援事業補助金へ2件誘導（益山製作所、テムザック） 
 政策目標5件に対して実績2件。 
近年、研究開発関連の補助金が増加していること等により利用が低迷。 
H26年度当初は継続事業であったが、H27年度をもって終了する方向。 

(2)次世代・地域資源産業育成事
業 

 
予算額：171,989千円 
決算額： 90,424千円 
 
県内で生まれた資源を活用し、

【実績】 
◯平成２６年度採択状況等（H26.3.31 時点） 

事業区分 採択件数 交付決定額(千円) 

次世代産業育成事業 ５ ９１，９０８ 
地域資源活用事業 ４ ２０，９８６ 
「打って出る」とっとり応援事業 １ ３，０００ 
合計 １０ １１５，８９４ 
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事業名・内容 事業の実績等 
中小企業者等が行う新事業の創 
出及び県外等の新市場への事業
展開又はそれらを支援する取組
に対し、基金運用益から助成す
る。 
 
※政策目標 採択件数12件 

・平成２６年度交付決定予定額は１１０，０００千円 
※交付決定額は、見込額を含む（第２回審査会採択案件については未交付のため） 

◯申請・採択状況等 
・第1回審査会 6/30  （申請件数：６件 採択件数３件） 
・第２回審査会 12/19  （申請件数：８件 採択件数７件） 

 ・第３回公募  2/11 ～ 4/10 
  平成２６年度は２回の審査会で交付予定額に達したため、３回目の審査会は実施せず。 
  1件当たりの採択金額が過去平均より高額だったため、採択件数は未達となった。 
 
○採択状況 

審査
会 

企業名 事業名 

第1回 

(株)ＭＡＳＵＤＡ 
コンクリート構造物において従来の注入止水工法で
は対処出来なかった部位に対する背面防水層形成工
法の開発及び販路開拓事業 

(株)海産物のきむら
や 

癌化抑制を可能にするマリンカクテルの開発 

湯梨浜町商工会 
東郷湖周「げんきウォーキングプロジェクト」発信
力強化事業～湯梨浜町らしさのブランディング～ 

第2回 

(株)テムザック技術
研究所 

ユニバーサルビークルの製品化開発および販路開拓 

(株)鳥取再資源化研
究所 

ガラス発泡体を用いた水質浄化システムの開発及び
使用済みガラス発泡体の農業資材としての有効性評
価、並びに販路開拓 

日本センサス(株) エネルギークラスター計画 

(株)ＳＥＥＮ 
美容・健康が気になる人たちをターゲットにしたリ
ッチでおいしい糖質制限食の開発・販売 

(株)鶴太屋 
美容・健康が気になる人たちをターゲットにしたリ
ッチでおいしい糖質制限食の開発・販売 

NPO法人琴浦グルメス
トリートプロジェク
ト 

グルメと観光「テーマパーク琴浦」事業 

(株)八十八や 
60年ぶりに栽培復活した智頭麻の研究開発及び販
路開拓 

 
 

２ 農林漁業者と県内企業との連携等の促進 
(1)農商工連携促進事業 
 
予算額：75,113千円 
決算額：11,930千円 
 

農林漁業者と中小企業者との

連携体が行う、県産の農林水産物

を使った「食のみやこ鳥取県」に

ふさわしい新商品・新サービスの

開発又はその販路開拓などの取

組みに対し、基金運用益から助成

する。（事業年度：平成21年度か

ら平成30年度まで。基金額25億

円） 
※政策目標 採択件数10件 
 

【実績】 
◯採択状況等（H27.3.31 時点） 

事業区分 採択件数 交付決定額（千円） 

農商工連携事業 ７ ２７，２７７ 
農商工連携支援事業 １ ２，９３０ 
     計 ８ ３０，２０７ 

・第１回審査会 6/18  （申請件数：２件 採択件数：１件） 
・第２回審査会 10/6 （申請件数：３件 採択件数：３件） 
・第３回審査会 1/21 （申請件数：３件 採択件数：３件） 
・第４回審査会 2/29 （申請件数：２件 採択件数：１件） 
○その他 
・農商工連携商品のブラッシュアップ 
～６次産業化事業と連携し、商品ブラッシュアップのための研修会を県内３ヵ所で各２回
開催（７月２３日～２５日、１１月２５日～２７日） 

・農商工連携促進セミナー・井戸端会議（米子／１月２８日） 
『商品開発・製造の共働化と販路開拓における新たな商流づくり』をテーマにセミナー
を開催  参加者：34名（定員：50名） 充足率：68% ／満足度：86％ 
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事業名・内容 事業の実績等 
【成果と課題等】 
・年間採択件数は8件となり、政策目標に対して2件未達となった。本事業は開始当初と
比較し、採択件数が年々減少傾向にある。H27年度は補助率、上限金額の引き上げ（補助
率：2/3→3/4、上限金額600万円→1,000万円）等を行うとともに、関係機関と連携しなが
ら、積極的に事業者の情報を収集、ファンドに向かえそうな案件の発掘や事業者間のマ
ッチングに重点的に取り組むことで採択件数の向上を図る。 

 

審査会 企業名 事業名 

第1回 
(有)浜勝商店、鳥取
県漁業協同組合 

“山陰海岸ジオパークからの贈り物”“鳥取初”網
代港産小型『赤がれい』の新加工品開発と食育・魚
食普及発信プロジェクト事業 

第2回 

JA鳥取いなば、 福
部らっきょう生産組
合長会 

ふくべのらっきょう「ええもん届ける便」販路開拓
及び情報発信事業 

(株)バルコス、(一
財)境港市農業公社 

弓ヶ浜半島特産の「伯州綿」を使用したバックの企
画製造と販路開拓事業 

大山町商工会 
“だいせん”途中下車の旅！大山山麓が育んだ地元
食材を活用した農商工連携による新ご当地グルメ開
発支援事業 

第3回 

ﾌﾞﾘﾘｱﾝﾄｱｿｼｴｲﾂ(株)、 
山本 光志 

食のシーン・食のファッションを拓く地場産「赤ビ
ーツ」でつくる加工品の開発及び販路開拓 

(株)ｼﾞｰｱｲｼｰ、JA鳥
取西部 あいみ果
実、 JA鳥取西部 
米子果実部 

霜災害防止等柿・梨等の広域の露地生産現場で活用
できる環境計測モニタリングシステム（スマートア
グリ）の開発 

日南トマト加工
(株)、淺川 由知 

日南町産トマトを使った新商品開発と既存商品のブ
ラッシュアップ及び販路開拓による「日南トマトス
テップアッププラン」 

第4回 
千代むすび酒造
(株)、武本 淳 

鳥取県産“強力米”を使用した「強力酒」で国内外
の市場での販路拡大と欧米市場で高い評価を意識し
た新たな清酒造りによる市場開拓 

 

(2)農商工連携研究開発支援事業 
 
予算額：7,469千円 
決算額：5,315千円 
 
農商工連携促進事業の案件発

掘のため、鳥取県内の農林水産物
を原料とした新商品を開発に係
る基礎的調査や情報収集を支援
する。（事業年度：平成２１年度
から平成３０年度まで。基金額４
億円） 
※政策目標 採択件数5件 

【実績】 
 ○採択状況 

審査会 申請件数 採択件数 

第１回 10/21 1件  1件  

第２回 3/10 2件 2件 

計 3件 3件 

 
【成果と課題等】 
・年間採択件数は3件。農商工連携に関する案件が減少傾向にあること等により、政策目標
に対して2件の未達となった。H27年度は、本事業がファンド事業に向かう前段階の調査や情
報収集に活用できることを関係機関や企業に広くＰＲし、本事業はもとより、農商工ファン
ド事業の案件発掘に繋げる。 
 

審査会 企業名 事業名 

第1回 JA鳥取中央 三朝神倉大豆加工品新商品開発 

第2回 
(有)サンドリップ 

自家製ブルーベリーを使った醸造果実酢とその
関連商品の開発 

農事組合法人広岡農場 日本初「梨シードル」の開発 
 
 

(3)地域資源活用・農商工連携促
進事業 
 
予算額：7,708千円 
決算額：6,669千円 
 

農林漁業者と商工業者が互い

の経営資源を持ち寄り、連携して

【実績】 
○マッチング担当 
・支援状況 

区分 件数 
訪問・面談件数 420件 
マッチング候補紹介件数 32件 
マッチング成立件数（※） 19件 
審査会申請案件 3件 
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事業名・内容 事業の実績等 

行う新商品・新サービス創出の取

組みを推進するため、売れる商品

企画、マッチング、販路開拓等出

口戦略を見据えた支援を行う。 

（※H24年度から継続して支援している案件を含む） 
○販路開拓担当 
・支援状況 
6次産業化事業と共同で農商工連携事業者対象の商談会を開催。また、西部支部の食品担当
マネージャーと連携し、農商工連携事業者に商談会参加への積極的な働きかけを行った。 

【個別商談会】 
期日 名称 参加企業数 

5/21～22 第2回通販商談会 9社 

6/5～6 農商工・6次産業化食品商談会 22社 

6/9～11 ㈱いちい商談会  16社 

6/12～14 ㈱リオンドールコーポレーション商談会 18社 

6/26～27 ㈱マエダ 14社 

7/8～9 ㈱京北スーパー商談会 13社 

7/25 鳥取県特産品商談会 10社 

11/12 食のみやこフードバレー商談会 15社 

 計 117社 
【展示商談会】 

期日 名称・場所 参加企業数 

4/19～6/7 「わったいな」への農商工連携コーナー設置事業 9社 

9/26 「㈱中国シジシーグループ2014合同商談会」 6社 

9/26～27 「とっとり産業技術フェア2014」 6社 

11/20 東部こらぼ異業種マッチング交流会 19社 

1/21～22 旭食品㈱フーデム２０１５ 5件 

 計 45社 

 
【成果と課題等】 
○マッチング担当 
・マッチング支援を行った事業者のうち、26年度第１回審査会申請案件１件（うち採択１件）
第２回審査会申請案件２件（うち採択２件） 

○販路開拓担当 
 相談対応件数：199件 商談件数：204件 商談成立件数：18件 
・マッチング案件はあるものの、農商工連携促進事業に向かった案件が少ない。連携の中心
となる中小企業者との接点が弱かったことが主因。今後は、加工業者一覧先へのﾛｰﾗｰ及びペ
ア訪問、関連機関との情報連絡体制の整備等により、申請案件増加に繋げていく。 
・商談会開催件数はスケジュール通り開催。参加後のアフター分析、バイヤーアンケート等
のデータ分析をいかし、参加企業のブラッシュアップを強化していきたい。 
 

(4)６次産業化総合支援事業(県
補助事業) 
 
予算額：19,379千円 
決算額：12,368千円 
 
農林水産物の付加価値向上、

農林漁業者の所得向上、若者な
どの新規農林漁業就業者の増
加、農山漁村への定住化、異業
種の新規農業参入等という正
の循環を生み出すことにより
地域の活性化につなげるため、
鳥取県の優れた農林水産物や
埋もれている農林水産物を活
用して農山漁村の６次産業化
を進める。 
※政策目標 事業化計画認定
10件（国・県の合計） 

【実績】 
◯企画推進員等の活動状況 

支援項目 件数 

普及啓発・相談 

①プランナー等の派遣を通じた個別相談件数 ４９件 

②相談対応を通じた簡易な助言等  ２０７件 

総合化事業計画認定者に対するフォローアップ件数 １２４件 

研修会 ３回 

個別相談会 ２回 

 

【成果と課題等】 
・事業化計画認定件数（国） ２件 （弓ヶ浜水産、㈲ﾜ ﾙーﾄ゙ ﾌｧー ﾑ）、 県支援分 ８件 
（三好政浩、広岡農場、TREE&NORF、北村きのこ園、山下畜産、大下哲治、ｺﾐｭﾆﾃｨﾌｧー ﾑ、豆田浩）。 
 政策目標10件に対し実績10件となり目標を達成した。 
・実績の内訳から、近年の相談内容は鳥取県６次への案件が増加してきている。又、国の法認定条件も
ハードルが高くなってきているのが現状。その為初期段階から、国の法認定へ向かうのではなく、初期
は県認定にて助走し、事業拡大時に国への誘導していく形を基本形としていきたい 

Ｄ 特許等を活用して新たな技術の導入を支援する 
１ 特許技術の活用及び流通の支援 



18 

 

事業名・内容 事業の実績等 
(1)知的財産活用ビジネス支援事
業 
 
予算額：1,954千円 
決算額：1,056千円 
 
知財ビジネスプロデューサー

が、知財総合支援窓口支援担当
者、特許流通コーディネーター、
機構マネージャー、商工団体職員
等と連携し企業等の企画段階か
ら事業化まで一貫した支援を行
う。 
※政策目標 事業化件数5件 

【実績】 
〇知財活用事業化案件等の状況（知財を活用した企画から販売までの一貫支援） 

支援企業 件数 会社名 

１０社 
㈱フジタ､㈱シャルビー、㈱LASSIC、智頭木材ハウス産業、 
小坂板金工作所、サンパック、気高電機、ケイケイ、竹本園、 
光プロジェクト 

 
【成果と課題等】 
◯小坂板金(太陽光パネルの架台) ：特許取得。コストダウン品についてプロモーションビデ

オ作成。 
○サンパック(飛翔性害虫捕獲装置) :捕獲実験結果に基づく製品開発を実施。 

(2)特許流通支援事業 
 
予算額：1,464千円 
決算額：1,061千円 
 
県内企業等の特許導入による研

究開発投資・リスクの低減、新商
品開発の促進、また、自社特許を
他社へライセンスさせることによ
る収益の向上を促進するため、特
許流通の普及啓発・ライセンス等
のマッチング等を実施する。 
※政策目標 特許成約件数20件 
訪問件数300件(うち新規90件) 

【実績】 
◯特許流通コーディネーターの支援状況(新商品化、新事業化に繋がる知財マッチング) 

支援項目 件数等 備考 
企業訪問件数 ４６８件 うち新規８９件 
成約件数 ３７件  

【成果と課題等】成約件数３７件の内訳； 
区分 件数 備考 

特許実施許諾 ５件  

共同開発･共同出願 ８件  
ｵﾌﾟｼｮﾝ契約 ０件  
秘密保持契約・覚書 ２４件  

 

(3)特許等取得活用支援事業 
 
予算額：33,386千円 
決算額：27,113千円 
 
中小企業の知財活用支援の中

核機関として知財の課題等を一
元的に受け入れる「知財総合支援
窓口」を設置し、弁理士等の知財
専門家の活用や商工会議所・商工
会連合会等の支援機関との連携
を図りながらワンストップサー
ビスを提供する。※政策目標 窓
口支援700件、企業訪問150件 

【実績】 
◯知財コーディネーターの支援状況 

支援項目 件数等 相談支援内容 

窓口支援 ６７４件 出願手続き支援、類似案件調査、知財契約関連、
等 企業訪問  １８０件 

 発掘活動   ２３件  
・重要支援案件：㈲小坂板金工作所の１社 
◯知財専門家の支援状況 

支援項目 件数等 相談支援内容 
窓口支援  ５３件 専門性が高く、窓口支援担当者で解決困難な相

談について対応 企業訪問  ６７件 
 

(4)特許流通フェア事業 
 
予算額：3,019千円 
決算額：2,973千円 
 
県内企業が保有する特許技術

の県外への売込みを促進ため、実
施許諾先となりうる企業が多い
大都市圏において開催される展
示会に出展する。 

【実績】 
○「エコプロダクツ2014」（H26.12.11～13、東京ビックサイト） 

ケイケイ・スポリカ・再資源化研究所・大村塗料の４社が出展 

(5)中小企業外国出願支援事業 
 
予算額：3,300千円 
決算額：1,021千円 
 
県内中小企業者等が行う海外

への戦略的な特許出願等に対す
る支援（補助）を行う。 
※政策目標 特許出願件数11件 

【実績】 
○採択会社  
 (国) (有) アースウェイ(インド、韓国、中国の国内移行) 
(県)（株）イルカカレッジ(PCT特許出願 1件) 
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事業名・内容 事業の実績等 
２ 宇宙航空科学技術の活用及び普及の支援 
(1)新先端技術マッチング支援事
業 

 
予算額：739千円 
決算額：122千円 
 
宇宙技術など国内の最先端技

術・特許を活用し、県内に新たな
産業を創出する新分野への参入を
支援するため、日本宇宙フォーラ
ム等と連携し宇宙航空研究開発機
構（ＪＡＸＡ）が持つ技術・ライ
センスを活用した成功事例等を紹
介するセミナーや個別相談会を開
催する。 
※政策目標 共同研究等１件以上 
 

【実績】 
・個別企業相談：モルタルマジック_ＪＡＸＡ商標利用マッチング提案 
・個別企業相談：山陰酸素工業㈱_ＪＡＸＡｺﾝﾃﾝﾂ利用の為、交渉支援。無償貸与了解 
・個別企業相談：㈲田中農場_衛星利用した天候予測、土壌整備、農機具の自動運転等 

マッチング提案 
       ：㈲田中農場_両備システムズ（衛星技術）とのマッチングを企画。 

実験農場として運用開始。 
・個別企業相談：鶴太屋の宇宙食申請支援、書類作成を指導 
 政策目標共同研究１件に対し、鶴太屋がJAXAと共同研究中。（目標達成） 

 
Ⅲ 高度産業人材等の育成の支援 
１ 県内産業の人材育成のためのセミナー等の実施 

(1)トップセミナー開催事業 
 
予算額：958千円 
決算額：621千円 
 
経営者等の意識啓発を促進し、

県内企業の人材育成を推進する
ため、企業の経営者等を対象とし
た人材育成等に関するセミナー
を開催する。 
※政策目標 充足率100％、満足
度80％以上 

【実績】 
○開催 （東部1回、西部1回） 
両セミナーとも大変分かりやすく、話が面白いと好評であった。定員充足率は 100％に達
しなかったものの参加者の満足度は目標値を達成しており、経営幹部に対してある程度の
意識啓発につながった。 

 
開催場所・開催日 セミナー名 受講者数 

7/29 
鳥取県立図書館 

『高いﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝを維持し、組織を活性
化するﾁｰﾑﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ』 
～イマどきな部下をﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄするため
の上司に必要な5つの力～ 
講師:プラネットファイブ・田中和彦
氏 

募集50名に対し、
47名参加 
定員充足率 94％、
満足度98％ 

10/23 
米子コンベンション
センター 

「組織を伸ばす経営者・リーダーの意
識改革」 
～人が化ければ組織も化ける～ 
講師：オフィスなかがわ・中川政雄氏 

募集50名に対し、
46名参加 
定員充足率92％、 
満足度92% 

 

(2)産業人材育成支援情報発信事
業 

  
予算額：866千円 
決算額：267千円 
 
県内企業の人材育成支援を効果
的に実施するため、県内企業へ情
報提供を行うウェブサイト（とっ
とりＳＴＥＰ）の運営管理を行
う。 
 

【実績】 
○「とっとり産業人材育成支援ネットワーク」の運営状況 
 ・上期の定例会議の開催はなし。下期に入り必要に応じて開催する予定で関連支援機関に

呼びかけた。現時点で困り事・相談などの案件はなく開催要望は出てきていない。 
 ・本年度実施予定のセミナーや研修等をネットワーク参加機関間で共有し、開催時期や場

所等の調整を行えるよう開催スケジュールの一覧表を取りまとめ配信を開始した。 
・２ヶ月毎の配信から毎月の配信に改訂。最新の情報を共有でき、同様のセミナーが同月
に同地域で開催されるような事態は避けられている。 

 
○「とっとりｓｔｅｐ」の運営状況（H26.4月～H27.3月） 

項目 全体 うち鳥取県内 
サイトアクセス件数 7,621件 3,888件 
ｓｔｅｐ登録件数  337件 292件 

 ・在職者向けだけでなく、求職者向けのスキルアップにつながる情報も掲載することで、 
より多くの方の役に立つワンストップ窓口としての機能を果たせるようになった。 
 

２ 経営改善等に関する各種セミナーの開催 
(1)ものづくりカイゼン塾事業 
 
予算額：3,388千円 
決算額：1,822千円 
 

【実績】 
○セミナー等開催状況 

実施日 名称 講師・講演内容 参加者数 
6/6 第１回ウ

ェアラブ
①基調講演 
ウェアラブル技術とビジネスの現状と将来講

113名（定員
120名） 
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事業名・内容 事業の実績等 
ものづくり企業の競争力強化

や新分野等への参入を行うため
に、生産管理の重要性、提案力・
プレゼンテーションの向上、商品
企画・開発、新分野参入を目指し
たセミナーを開催する。 
※政策目標 充足率 100％、満足
度80％以上 
 

ル 技術
セミナー
(鳥取市) 
 

師：神戸大学大学院工学研究科  
教授 塚本 昌彦 氏 

②最新ウェアラブル機器紹介 
スマートグラスmiramaがもたらす夢の社会
講師：㈱ブリリアントサービス  

近藤 昭雄 氏 

充足率
94.1％  
満足度 
82％ 
共催：鳥取県 

8/6 第２回ウ
ェアラブ
ル 技術
セミナー
(鳥取市) 

①ウェアラブルデバイス開発に求められる技
術（講演）  
②機器体験（展示と体験）  
③スマートグラスMOVERIOの機能と発展性
（情報提供・質疑応答） 
協力：セイコーエプソン㈱ 

80名（定員
200名） 
充足率40％、
平均満足度 
87％ 
共催：鳥取県 

8/27 工業系も
のづくり
カイゼン
講座（鳥
取市） 

３大もやもや病スッキリ解決！セミナー 講
師：CREW馬場 了 氏 
 
ﾌﾟﾁ個別相談：3社 
個別相談：3社 

37名(定員50
名) 
充足率74％、
平均満足度 
83％ 

9/4, 
11/11 
 

食品系商
品ブラッ
シュアッ
プ講座 
(鳥取市) 

商品ブラッシュアップ講座「“買いたくなる”
いいものをつくりましょう」（全２回シリー
ズ） 
講師：㈲良品工房代表 白田典子氏 
・9/4セミナー  
充足率100％、平均満足度 100％ 

・11/11 
充足率100％、平均満足度100％ 

10社 
共催：産技ｾﾝ
ﾀｰ 
協力：鳥取商
工会議所 

10/1 第３回ウ
ェアラブ
ル技術セ
ミナー
(鳥取市) 
 

どういう部品がウェアラブル機器に必要とさ

れているのか 

①ウェアラブル機器の基礎知識 

②ウェアラブル機器等の分解調査結果 

講師：株式会社ﾌｫｰﾏﾙﾊｳﾄ・ﾃｸﾉ・ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 

ディレクター  柏尾 南壮 氏 

57名（定員
100名） 
充足率57％、
平均満足度
80％ 
共催：鳥取県 

11/25 
 

再生可能
エネルギ
ー分野
(米子市) 
 

「再生可能エネルギーの現状と今後の展望」 
講師： SB エナジー㈱ 小島俊一氏、児玉葵
氏 

48名（企業数
21社）（定員
30名）充足率
160％、平均
満足度100％ 
共催：鳥取県 

2/16 現場改善

講座代替 

(米子市) 

私はこんなことを考えながら「強い町工場」

を創りました 
講師：㈱エーワン精密 創業者 梅原 勝彦氏 

139名（定員
150名） 
充足率92％ 、

満足度94％ 

3/18、19 現場改善

講座代替

(鳥取市) 

マネジメントゲーム研修 

講師：株式会社アルマ経営研究所 

執行役員チーフコンサルタント 加藤珪一氏 

10名（定員18

名） 

充足率55% 、

満足度90％ 

 
 

(2)ＩＳＯ内部監査員養成セミナ
ー 
 
予算額：1,574千円 
決算額：1,484千円 
 
県内企業のＩＳＯ認証取得に

必要となる人材を育成するため、
ＩＳＯ（9001、14001）内部監査
員の養成セミナーを実施する。 
※政策目標 充足率 100％、満足
度80％以上 

【実績】 
○実施状況  

開催場所 セミナー名 受講者数 備考 
東部地区1回 ISO9001内部品質監査員養成セ

ミナー 
15名 8/27～8/29 

西部地区1回 29名 10/15～10/17 
東部地区1回 ISO14001 内部環境監査員養成

セミナー 
23名 11/12～11/14 

西部地区1回 14名 9/29～10/1 
  （募集人数：各回２５名） 

・ISO9001（鳥取） ⇒ 充足率 60％、満足度 86％ 
・ISO9001（米子） ⇒ 充足率116％、満足度85％ 
・ISO14001（鳥取）⇒ 充足率 92％、満足度96％ 
・ISO14001（米子）⇒ 充足率 56％、満足度 100％ 
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事業名・内容 事業の実績等 
(3)情報化基盤整備促進事業 
 
予算額：4,596千円 
決算額：4,566千円 
 
県内中小企業の情報化を支援

するため、当財団内に情報化に対
応する専門の職員を配置し、ソフ
トウェアや情報機器、ＩＣＴを活
用のためのセミナー等を開催す
る。※政策目標 充足率 100％、
満足度80％以上 
 

【実績】 
実施日 名称 講師・講演内容 参加者数 
1/14 
-15、
2/25 

平成26年
度ＩＴ関
連セミナ
ー 

「中小企業の儲かるWEBマーケティング実
践講座 ～地に足のついた会社が儲かるネ
ット活用実践ワークショップ ～」（全3回） 
講師：株式会社創  村上 肇氏 

21名(定員30名) 
充足率：70％ 
満足度：100% 

 

 

事業名・内容 事業の実績等 
Ⅳ 産学金官の連携促進の支援 
～ 研究開発の中核機関として、県内産業における新技術の開発や新分野への進出を支援する 
１ 染色体工学研究拠点の形成 

(1)とっとりバイオフロンティア
管理運営事業 

 
予算額：137,043千円 
決算額：110,017千円 
 
鳥取県より指定管理者の指定

（平成２６年度～３０年度）を受
け、とっとりバイオフロンティア
施設の居室・機器の企業・大学へ
の貸し出しを行うほか、施設内の
清掃・機器管理等の業務を行う。 
また、施設利用者への機器操作

の支援、研究開発・事業化に関す
る相談を行うほか、とっとりバイ
オフロンティア内にバイオ人材
育成コーディネーターを配置し、
バイオに係る専門人材育成のた
めの研修プログラムを実施する。 
 

【実績】 
◯施設の利活用                             
・実験室等施設入居状況       

区分 設置数 利用数 備考 
居室 ４室 ４室 H25:4室 
実験室 ４室 ４室 H25:3室 
動物飼育室 ４室 ４室 H25:1室 
オープンラボ １室 １室 H25:1室 

・２階機器利用状況（鳥大５階機器含む） 
区分 利用回数 備考 

４～３月 28,471回 H25: 20,410回 
 
○バイオ人材育成講座開催 ２３講座、５５６名参加 
〇とっとりバイオフロンティア事業運営委員会（12/4）・同専門部会（11/17）開催 
〇日本バイオインダストリー協会入会（12/22） 
○利用促進・入居企業支援活動         
・日本実験動物学会において利用促進に向けたPR活動および広告配布(5/15) 
・産経新聞に7月24,25日に開催する染色体工学セミナーの開催案内広告を掲載(6/26) 
・大阪商工会議所にて製薬メーカーとのマッチング商談会で利用促進・ＰＲ活動(8/28) 
・Bio Japan2014(10/15-17東京)、JSSX&ISSX(10/20-23サンフランシスコ)、 Medical 
Japan2015(2/4-6大阪)、MINERVA１５周年シンポジウム（3/26神奈川）出展 

・とっとり発菌類きのこセミナー（2/17大阪）、地域イノベシンポジウム（2/18-19福岡）、 
 BioASIA(3/24-26東京)参加 
 

(2)とっとりバイオフロンティア
基金事業 

 
予算額：12,960千円 
決算額：   419千円 
 
基金を設置し、施設整備等を行

い、利用者へのサービス向上と施
設機能の充実を図ることで、共同
研究の推進や研究開発の強化を
支援する。 

【実績】 
・平成26年度に7,946千円造成 
・オールインワン顕微鏡レンズ（20・40倍） 購入 
【成果と課題等】                        
・入居者や機器利用者のニーズを把握し、利便性の向上に資する目的で利用を計画する 

(3)地域イノベーション戦略支援
プログラム 

 
予算額：18,224千円 
決算額：17,440千円 
 

文部科学省の補助事業（５年

【実績】 
◯新規テーマ 
「鳥取大学発染色体工学技術を用いた創薬支援等新産業クラスターの創出」 
～世界に誇る鳥取大学発染色体工学技術を活用し、都市エリア事業として得られた成果を
踏まえ、この染色体工学技術のグローバル化を図るとともに、ヒト（ＨＡＣ）及びマウ
ス（ＭＡＣ）人工染色体を用いた事業化と創薬支援等新産業クラスターの創出を目指す。 

 

※短期利用含む。 
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事業名・内容 事業の実績等 

間）として、平成２５年８月から

事業実施する。 

全体の事業のうち「知のネット

ワークの構築」について実施（研

究者の集積、人材育成及び設備の

共有化は鳥取大学が実施） 

 

◯機構の担当分野 
「知のネットワークの構築」 
・事業全体の進捗管理を行うプロジェクトディレクター（ＰＤ） 
・関係機関との連携、産学とのマッチングを行う地域連携コーディネーター 

 
◯実施概要  

項目 目的・内容等 

研究推進部会 地域イノベプロジェクトの研究内容について意見交換・課題の
確認等 

コーディネーター会議 コーディネーター間の情報共有 
交流促進・ＰＲ活動 連携先と意見交換・交流促進 

地域イノベ事業の理解を深めてもらい事業推進するため人工
染色体のＰＲ活動 

情報収集・意見交換等 地域イノベ関連の研究者等から情報収集 
事業化に向けての情報収集、企業等との意見交換 
関連技術の情報収集、企業やＶＣ等と意見交換のため学会・研
究会等に参加 

【成果と課題等】  
◯鳥取大学内の異分野融合（医農連携）として農学部きのこセンターと染色体工学研究セン
ターが共同研究を開始、情報共有化と研究推進を支援 

○鳥取大医との共同研究に製薬･分析機器メーカー等２３社が参画、今後事業化への取組みを
推進 

○上記のうち１社はバイオフロンティアにて研究を実施 
◯県外の創薬支援サービス企業入居の案件は、大学が企業と共同開発・事業化について協議
し、入居が決定。 

〇革新的バイオ医薬品創出基盤技術開発事業の採択（５年間）された大学発ベンチャー１社
が新設され、バイオフロンティアへの入居が決定 

 
２ 国際先導的有害性試験法の開発 
(1) 石油製品需給適正化調査等
事業 

 
予算額：97,000千円 
決算額：97,000千円 
 
化学物質によって毒性が発現す 

る可能性が高い肝毒性、腎毒性、
神経毒性のそれぞれの毒性に関
する有害性評価システムについ
て、簡便で高精度の試験管内試験
系の開発をすることを目的に、鳥
取大学との共同研究契約により、
４つの研究テーマを研究拠点施
設として推進する(経済産業省の
委託事業（５年間）として、平成
２３年８月から事業実施)。 
 

【実績】 
以下の４つの研究テーマを実施          

テーマ名 参画機関 

・肝臓毒性in vitro試験法の開発 
・腎臓毒性in vitro試験法の開発 

機構、鳥取大学、岡山大学、食薬
センター 

神経毒性in vitro試験法の開発 住友化学 

ハイスループットスクリーニング試験系の構
築に向けた基盤技術の開発 

産業技術総合研究所 

各研究テーマの進捗状況は、概ね当初の計画どおり。「腎毒性in vitro試験法の開発」
は、ラットＫＳ細胞を用いた毒性評価への変更について経済産業省の了承済。 

 ・肝毒性グループ勉強会(4/24-25 米子) 
 ・経産省協議(5/28、6/13 東京) 
 ・第１回推進調整会議・肝毒性グループ会議(7/17-18 高松) 
  ・国際実験動物代替法学会(9/24-28 プラハ) 
 ・推進会議（第１回10/9、第２回2/6 経済産業省） 
 ・第２回推進調整会議、遺伝子ＰＪとの合同会議（11/13 経済産業省） 
・第２回推進調整会議(1/9 経済産業省) 

 ・経産省再委託先中間検査（1/29-2/5 岡山ほか） 
 ・成果報告書を経済産業省に納品（3/31） 
【研究概要】          
肝臓毒性、腎臓毒性及び神経毒性in vitro試験法の開発（略称：細胞プロジェクト） 
・目的 既存化学物質のリスク評価や有害性調査指示の的確な実施に貢献 
・シーズ  染色体工学技術及び細胞発光技術等の先端技術を活用 
・研究開発 迅速かつ効率的に実施できるハイスループットを考慮した肝臓・腎臓毒性 

及び神経毒性in vitro試験法を開発 

３ ものづくり分野における新たな基盤技術の開発等 
(1)戦略的基盤技術高度化支援事
業 

 
予算額：52,473千円 
決算額：51,431千円 

【実績】 
◯継続実施中テーマ 
「環境対応車用中空シャフトの熱間中空鍛造と回転加工による複合成形技術の開発」 
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事業名・内容 事業の実績等 
 
川下企業ニーズに基づき、もの

づくり中小企業を核として技術
開発、新商品開発を行う提案事業
。国の定めた22技術分野（鋳造、
鍛造、切削加工、めっき等）の向
上につながる研究開発からその
試作までの取組を支援する。（経
済産業省委託の３年度間事業）。 
また、競争的資金獲得に向けた提
案力等の強化を図るため『競争的
研究資金獲得支援セミナー』を開
催する。 

（明治製作所） 
・平成26年度の契約更新を完了し、第1回全体推進会議を8/5に実施 
・3/6に第2回全体推進会議を行い、3か年度の最終会議とし成果の確認をした。 
試作品の精度評価は目標値をクリアするとともに、量産向けの離型剤の開発を得て、 
当初計画のＬ／Ｄ比12.7の中空製品鍛造技術を確立した。 

 
「あらゆるアルミ系素材に適応し、かつ毒物を使用しない表面処理技術の開発」 
（アサヒメッキ） 
・平成26年度の契約更新を行い、7/28に第1回全体推進会議を実施 

 ・事業成果に係る特許申請についての協議会合を８月、９月に開催 
 ・事業成果に係る特許を1/5に申請 
 ・第２回全体推進会議を1/22に実施 
 ・2/2に中国経済産業局にて継続審査ヒアリングが行われ、27年度の継続が決定。（3/26） 
【成果と課題等】 
新規提案テーマ掘り起しのアクションを本年度通して進めて行く 
26年度の進捗は計画どおり進んでおり、最終年度の実用化確立に向かう。 

(2)医工連携事業化推進事業 
 
予算額：64,800千円 
決算額：44,295千円 
 

医療現場ニーズの新規医療器
等を新規開発、試作する。ものづ
くり中小企業及び医療器の「製造
販売業者」をコアとした共同体で
開発し事業後の上市を目指す。（
経済産業省委託の３年度間事業） 

【実績】 
◯テーマ「大腸検査の苦痛を解決するための触覚付き先端駆動式全天周内視鏡の開発」 
・本年度の第１回全体推進会議を6/5に大阪（吉川化成株式会社）にて開催。 
平成26年度の経済産業省との委託契約の更新完了 

・触覚付内視鏡の進捗会議を4/21、5/1、6/27、9/30、10/16、11/10に実施 
センサー部の試作をほぼ完了し、動物（ブタ）を使った安全性試験を9/15に実施 
この試験からセンサー部の改良試作を実施したうえ、12/7に再度動物試験を実施し、 
想定した改良点の確認を得た。 

・全天周内視鏡の進捗会議を4/15、9/2、11/5、11/25、12/4（ドライ試験）1/8に実施 
・本事業のアドバイザー、フジフイルム社への技術相談訪問を8/1、8/19に実施 
・先端駆動式チームの進捗会議を10/17に実施 
・第２回の全体推進会議は1/7、東京にて実施した。有識者委員会（継続審査）を1/16に
受け本年度の進捗と上市計画を審査され、1/23に次年度の本事業委託継続通知を受け
た。 

・平成27年度は委託元が経済産業省から日本医療機器開発機構（AMED）に移管される。 

４ 企業間及び研究機関等とのマッチングの場の活用 
 
予算額：0千円 
決算額：0千円 
 

県内の産学金官の関係機関に
より、企業の商品や技術及び大学
等の研究成果を発信する「とっと
り産業フェスティバル」の開催に
合わせて、県内企業の展示や商談
会等を実施することにより、県内
企業の製品開発や販路開拓を支
援する。 

同時開催される「鳥取環境ビ
ジネス交流会」も活用し、環境ビ
ジネスに係る販路開拓等を推進
する。 

【実績】 
○とっとり産業フェスティバルの開催状況 
・日程：H26.9.26～9.27 
・場所：米子コンベンションセンター 
・参加企業数 

項 目 H26年度 H25年度 
出展企業 74社 69社 
来場者数 1,222名 1,670名  

※一昨年度の来場者は1,422名（前年比＋248人） 
【成果と課題等】 

・他のイベントと日程が重なったこともあり、昨年に比べ来場者が減少した。 
・アンケート結果からも来場者減に起因する改善の声が多く聞かれ、次年度に向け実行委
員会を通じ検討していく。 

 

 

事業名・内容 事業の実績等 
Ⅴ 管理運営体制の確立 

公益財団法人の適正な管理・運営に資するよう、組織体制の整備等を図る 
(1)事業の継続性の確保 
 
予算額：215,127千円(※) 
決算額：198,167千円(※) 
※基幹事業人件費(法人会計、共
通会計)の合算 
 
財団の組織体制を強化し、プロ

【実績】 
○職員の募集・採用状況 

採用内容（人数） 採用時期 

常勤職員(２名) 4月 

次世代・地域資源担当コーディネーター(１名) 5月 

医工連携担当コーディネーター(１名) 6月 

電機・機械マネージャー(１名) 7月 
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事業名・内容 事業の実績等 
パー職員を中心とした運営体制
への移行を図るため、当財団が実
施すべき核となる１２の事業を
「基幹事業」として位置付け、事
業の継続性を確保するとともに、
その実施に必要な組織及び人員
の定数化を図る。 
(2)企業調査・企業アンケートの
実施 

 
予算額：0千円 
決算額：0千円 
 
全ての賛助会員企業を調査し、

ニーズを的確に把握するととも
に、企業アンケートを実施し、施
策の立案、事業の実施に活かす。 

【実績】 
○企業調査・企業アンケートの実施（7月） 

※賛助会員アンケートの結果(概要) 

区分 会員数 回答数 利用あり 

 満足度 

利用割合 
大変満足･

満足 

不満･大変

不満 

製造業 ３１４ ２５２ １５４ 61.0％ 51.3％ 7.2％ 

非製造業 ２７３ １８５  ６６ 35.7％ 56.9％ 11.0％ 

合計 ５８７ ４３７ ２２０ 50.3％ 53.0％ 8.2％ 
 

(3)施設管理事業 
 
予算額：49,869千円 
決算額：45,686千円 
 
当財団の施設を入居室として

企業に貸し出すとともに、入居企
業等利用者の安全な利用環境の
保全を図る。 

【実績】 
○入居状況 
・３月末現在で充足率100％ 

○修繕等施設管理状況 
・アトリウム屋根換気扇取付（7月） 
・床タイルの張り替え（事務室、交流サロン等）（2月） 

(4)情報発信 
 
予算額：0千円 
決算額：0千円 
 
当財団の事業等を広く周知す

るため、電子媒体により情報を発
信する。 

【実績】 

区   分 内  容 

ホームページによる情報 ◯各種商談会、展示会、セミナー、補助金制度等の案内 

◯予算、決算、事業計画、事業報告、理事会の開催状況等の

情報公開 

○賛助会員企業の魅力についてリポートし、情報公開（１社） 

メールマガジン、プラザだ

より 

○定期刊行物の発行・配信 
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